
●
● 消防団車両の適正配備計画に沿った車両の更新を進めます。
● 計画的に消防団資機材の充実強化を図ります。

全体 44
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指 標
（数値目標）

１月

№

車両の更新

●●

消 防 本 部

６月

［

平成３１年３月

］

取り組み

内 容 　消防団車両の適正配備及び資機材の充実整備を計画的に行います。

７月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

消防団員増強に
向けた活動

資機材の充実

各地区基本消防団員の増員を図ります。

11月

●

８月

消防団組織改革
推進委員会

達 成 時 期

９月

挑 戦

12月

課　名 総 務 課

　消防団員の実員数は、依然として定数を割り込んでいる状況です。本年
度も基本消防団員の増員を図ります。特に若年層の消防団員の増員を図り
ます。

５月４月 ３月２月

最優先課題

10月

平成３０年度

ふるさとづくり

安全安心のインフラ整備

項 目 地区消防団員の増員、車両の適正配備及び資機材の充実整備

組織目標

総 合 計 画

の 区 分

入札 納車

入札 導入・配備



全体 45
個別 12-02

平成３０年度 組織目標［ ］消 防 本 部

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦

平成３１年３月

応急手当普及啓
発

達 成 時 期

ふるさとづくり

安全安心のインフラ整備

項 目 応急手当の普及啓発活動

５月 ６月 ７月 ８月

№

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

広報推進

最優先課題

12月 １月取り組み

内 容

指 標
（数値目標）

昨年度の目標受講者数１，３００名に対し、１，１８７名の受講
者数実績があり、９１％となりました。数値的な目標実績に併せ
て、市民の皆様が応急手当に対する理解を深め、バイスタンダーと
して勇気ある手当を実施できるよう、継続して普通救命講習及び救
急法等の指導推進を展開致します。

３月４月

課　名 警 防 課

９月 10月 11月 ２月

【目標受講者数：延べ１，３００名】

昨年度の市民によるＡＥＤ使用実績は４件、うちショック適用事
案は３件であり、かつ１件は救急隊到着時までに心拍再開という実
績もあります。対馬島内に設置されたＡＥＤを有効活用するため
に、市民の皆様に対し、実際の市民による勇気ある行動を例に挙げ
ながら、継続して応急手当の普及啓発活動、目標達成に取り組みま
す。また、ＣＡＴＶによる応急手当推進広報についても、内容を更
新するとともに、対馬島内における応急手当の意識向上及び救命率
の向上を図ります。



1

2

1

2

全体 46
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４月末より、消防用設備等の未設置対象物に対し、順次査察を
実施し、ホームページでの公表に際し不公平感を与えないよう
にします。

公表を行わなければならない重大違反対象物は，現在４施設６
棟存在するため、立入検査、電話において指導し、重大違反
「０」を目指します。

組織目標［ ］消 防 本 部

課　名 予 防 課

９月 10月 11月 ２月

最優先課題

12月

今年度より、違反公表制度が開始されたことに伴い、違反の存
する防火対象物に対し、早期の査察を実施します。

重大違反防火対象物に対し、公表後の違反処理への移行等を十
分説明し、消防用設備等を早期設置の指導を行います。

１月取り組み

内 容

指 標
（数値目標）

ホームページへ
の掲載

達 成 時 期

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

№

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

重大違反対象物
査察

平成３１年３月

平成３０年度

ふるさとづくり

安心安全のインフラ整備

項 目 違反公表制度開始に伴う消防用設備等設置指導

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦


